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バイリニア
その差は小きい．
(12)Ｒｍａｘとｅｐｍａｘなどの柱脚に生じる塑性変形
との関係については,復元力特性の影響は小きい．
(2)柱脚の最大塑性回転角増分Mpmaxは最大塑性
回転角０p…の’から1.5倍程度の範囲にある．
Opmax＜Mpmax＜L5ePmax（７）
(3)柱脚の塑性回転角の全変動幅瓦は最大塑性回
転角Opmaxの，から1.5倍程度の範囲にある.
０p…〈死く1.50p…（８）
(4)柱脚の塑性回転角の全変動幅冤と最大塑性回
転角増分△OPmaxは，ほぼ等しい.
死＝４０p…（９）
(5)柱脚の累積塑性回転角ＭＯＰと柱脚の最大塑
性回転角増分△Opmaxとの比MOp/△0p…は５
程度が上限となる．
以上のように，柱脚に生じる最大塑性回転角
Opmaxとその他の塑性変形指標との関係は，前報
1,2)で述べた梁とあまり変わらない．
４章では，柱脚が比較的弱く，梁より柱脚の降
伏が先行する骨組について検討した．その結果を
纏めると以下のようになる．
（６）柱脚の耐力に関わらず，最大塑性回転角
Opmaxは次式で近似できる．
ｅｐｍａｘ＝血('5(R…-R,ﾙ'5(RルムＷ･）
上式でＥＣは最下層柱頭部（梁や接合部パネルな
ど）が降伏するときの層間変位角であり，終局
ベースシアー係数ＣＢと弾性限ベースシアー係数
ｃｙを用いて次式で近似できる．
Ⅳ｡-(若÷M，（u）
(7)柱脚の△ep…／Opmaxの値は，柱脚の耐力低
下に伴い大きくなる傾向がある．
(8)柱脚の扉/0p…の値は,柱脚の耐力低下に
伴い大きくなる傾向がある.
(9)柱脚の扉u0p…の値は,柱脚の耐力低下に
関わらず一定である．
扉＝△epm壁（'2）
（,O)柱脚のMep/△Opmaxの値は，柱脚の耐力低
下に伴い急激に大きくなる傾向がある・
柱脚が弱い時のmep/△epmaxの値は,前報1,2）
で述べた梁と大きく異なっている．
５章では，柱脚の復元力特性(バイリニア型，ス
リップ型)の影響について述べた．その結果を纏
めると以下のようになる．
（,,)最下層の最大層間変位角Rmax，柱脚の最大
塑性回転角OPmaxはいずれも,バイリニア型より
もスリップ型の方が若干大きくなる傾向があるが，
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